
　○調査期日：平成２３年５月１０日～６月１０日
　○調査対象：町内在住の２０歳以上男女２，０００人
　○回 収 率：４７．９％

男女共同参画に関する住民意識調査集計結果
　第２次嵐山町男女共同参画プラン策定に向け実施しました「男女共同参画に関する住民意識調査」の結果
を次のとおりお知らせします。

【お詫び】
　　「男女共同参画に関する住民意識調査」に際し、調査項目「問１２」において、選択肢の２及び１０が太字アンダーラ
インとなっておりました。これは、調査票の内容について、検討の際に資料として使用したものを修正が不十分のまま調
査票として使用してしまったもので、ご協力いただいた皆様にご迷惑をおかけしましたことにお詫び申し上げます。

男
43.9%

女

51.9%

無回答

4.2%

（１） あなたの性別は

２０～２９歳

6.8%

３０～３９歳

11.3%

４０～４９歳

10.9%

５０～５９歳

16.8%
６０～６９歳

27.7%

７０歳以上

22.7%

無回答

4.0%

（２） あなたの年齢は

単身

6.6%

夫婦のみ
26.4%

夫婦と未婚の子
30.1%

親と夫婦

4.0%

親と夫婦と子

11.1%

その他

17.1%

無回答

4.8%

（３） お宅の世帯構成は
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（ア）家庭では

（ウ）職場では

そう思う

（肯定派）

11.2%

そうは思わない

（否定派）

48.7%

どちらともい

えない

35.1%

わからない

1.1%

無回答

3.9%

問１ 「男は仕事、女は家庭」という考え方につ

いて

35.3%

42.3%

17.0%

15.4%

15.2%

11.0%

30.4%

31.6%

14.7%

45.2%

43.3%

35.7%

49.0%

24.5%

27.5%

24.6%

23.1%

24.7%

34.2%

26.4%

25.4%

3.4%

14.2%

9.9%

13.2%

11.6%

10.2%

16.8%

2.2%

4.2%

4.8%

3.3%

3.2%

3.4%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ア）家庭では

（イ）教育の場では

（ウ）職場では

（エ）政治の場では

（オ）地域社会では

（カ）社会通念や風潮

では

（キ）法律や制度上で

は

問２ 次の（ア）～（キ）の分野では、男女の地位が平等

になっていると思いますか。

平等になっている 平等になっていない どちらともいえない わからない 無回答
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夫婦の役割分担については、６４．６％の方が「夫婦ともに仕事・子育てをする」と答えている一方で、「家事や子育てを妻が専念又は主に担当する」と答えた方が２６．９％となっており、いまだに性別役割分担意識が根強く残っていることが分かります。

3.1%

14.6%

1.6%

1.5%

22.9%

24.0%

43.7%

9.1%

11.8%

47.3%

39.8%

27.1%

31.8%

28.4%

20.8%

31.1%

11.9%

52.7%

56.2%

7.2%

2.0%

2.6%

4.8%

2.2%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

問３ 次の（ア）～（カ）の法律や制度をどの程度ご存じ

ですか。
内容まで知っている

内容の一部は知っている

聞いたことはあるが内容は知らない

知らない

無回答

夫は仕事、妻は家庭･

子育てに専念する
18.2%

夫婦ともに仕事をし、家

事･子育ては主に妻が

担当する
8.7%

夫婦ともに仕事･家事･

子育てをする

64.6%

夫婦ともに仕事をし、家

事･子育ては主に夫が

担当する
0.1%

妻は仕事、夫は家事･

子育てに専念する

0.0%

その他
5.9% 無回答

2.5%

問４ 一般的に望ましい夫婦の役割分担をどのように考えます

か。
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70.5%

36.1%

23.0%

2.2%

0.6%

1.6%

19.6%

30.0%

18.2%

1.8%

2.6%

2.5%

2.0%

24.0%

46.7%

4.0%

6.7%

8.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ア）家事（炊事･洗濯･掃除など）

（イ）子育て（子どもの世話、しつけ、教育など）

（ウ）介護（親の世話、病人の介護など）

問５ 次の（ア）～（ウ）に関して、あなたの家庭では主に

どなたが行っていますか。

主に女性 主に男性 女性・男性双方 その他 該当しない 無回答

結婚や出産、子育

てにかかわらず、

仕事を続ける
11.0%

子育ての時期は一時

やめて、再びフルタイム

（正社員）の仕事に就く
23.0%

子育ての時期は一時

やめて、その後パートタ

イムの仕事に就く
24.6%

学校卒業時は仕事を持

たず、結婚後又は子育

て終了後から仕事に就

く

0.7%

子どもができるまで仕

事を持ち、子どもができ

たら家事や子育てに専

念する。

12.6%

結婚するまで仕事を持

ち、子どもができたら家

事や子育てに専念す

る。

11.7%

仕事に就かず、家事を

専業とする。

1.4%

わからない

5.4%

その他

4.5%

無回答

5.1%

問６ 一般的に、女性の働き方について、あなたが望ましいと

思うものはどれですか。
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320

198

50

451

34 19
42

問７ 一般的に、男女共に仕事と家庭を両立していくた

めには、どのような条件が必要だと思いますか。

(1)  給与等の男女間格差をなくすこと

(2)  年間労働時間を短縮すること

(3)  代替要員の確保など、育児休業･介護休業制度を利用できる職場環境を作ること

(4)  育児や介護のために退職した職員を、元の会社で再雇用する制度を導入すること

(5)  育児休業･介護休業中の賃金その他の経済的給与を充実すること

(6)  地域の保育施設や保育時間の延長など保育内容を充実すること

(7)  在宅勤務やフレックスタイム制度など、柔軟な勤務制度を導入すること

(8)  職業上、必要な知識･技術等の職業訓練を充実すること

(9)  女性が働くことに対し、家族や周囲の理解と協力があること

(10)  わからない

(11)  その他

無回答

83.2%

77.0%

89.6%

90.6%

87.4%

83.4%

73.0%

61.7%

60.2%

72.3%

58.8%

42.3%

45.6%

54.0%

49.6%

9.6%

14.3%

2.4%

1.9%

4.9%

9.1%

17.8%

26.5%

26.8%

16.7%

21.4%

36.1%

31.4%

28.2%

34.2%

0.7%

1.3%

0.8%

0.7%

1.0%

0.7%

2.2%

4.4%

5.5%

3.5%

11.9%

14.2%

15.7%

10.6%

9.2%

6.5%

7.4%

7.2%

6.8%

6.7%

6.8%

7.0%

7.4%

7.4%

7.4%

7.9%

7.4%

7.3%

7.2%

7.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ア）骨折させる

（イ）打ち身や切り傷などのけがをさせる

（ウ）刃物などを突きつけて、おどす

（エ）身体を傷つける可能性のあるものでなぐる

（オ）突き飛ばしたり、壁にたたきつけたりする

（カ）平手でぶつ、足でける

（キ）物を投げつける

（ク）殴るふりをしておどす

（ケ）ドアをけったり、壁に物を投げておどす

（コ）いやがるのに性的な行為を強要する

（サ）見たくないのにポルノビデオやポルノ雑誌を見せる

（シ）何を言っても、長時間無視し続ける

（ス）交友関係や電話、郵便物等を細かく監視する

（セ）「誰のおかげで生活できるのか」などと言う

（ソ）大声でどなる

問８ 次の（ア）～（ソ）のようなことが夫婦（事実婚や別

居中を含む）の間で行われた場合、それを暴力であると

思いますか。
どんな場合でも暴力にあたる

暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない

無回答
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2.3%

1.6%

2.5%

9.1%

4.9%

6.2%

68.5%

72.8%

70.5%

20.1%

20.8%

20.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ア）なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばした

りするなどの身体に対する行為を受けた

（イ）あなた、もしくはあなたの家族に危害が加えられるの

ではないかと恐怖を感じるような脅迫を受けた

（ウ）いやがっているのに、性的な行為を強制された

問９ 現在配偶者・パートナー（親密な関係の異性）がい

る方、または過去に配偶者・パートナーがいた方におた

ずねします。あなたはこれまでに、あなたの配偶者・

パートナーから次の（ア）～（ウ）のような行為をされたこ

とがありますか。 何度もある 数回ある 全くない 無回答

ある

39.4%

ない（できなかっ

た）

56.3%

無回答

4.4%

問１０ 質問9で、「何度もある」または「数回ある」と答え

た方におたずねします。これまでに誰かに打ち明けた

り、相談したりしたことがありますか。
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問１１ 質問10で、「ない（できなかった）」と答えた方に

おたずねします。相談しなかった（できなかった）理由は

どれですか。

(1)  誰（どこ）に相談してよいかわからなかったから
(2)  恥ずかしくて誰にもいえなかったから
(3)  相談しても無駄だと思ったから
(4)  相談したことがわかると、仕返しをされたり、もっとひどい暴力を受けると思ったから
(5)  相談窓口の担当者の言動により、不快な思いをすると思ったから
(6)  自分さえ我慢すれば、このまま何とかやっていくことができると思ったから
(7)  世間体が悪いから
(8)  他人を巻き込みたくないから
(9)  思い出したくないから
(10)  自分に悪いところがあると思ったから
(11)  相談するほどのことではないと思ったから
(12)  その他
無回答

0
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529

196

69

134

182

26

312

22

75

問１２ 今後、男女共同参画社会の実現を目指すため

には、町ではどのようなことに取り組むべきだと思いま

すか。

(1)  男女共同参画の視点から、慣習の見直しや意識の啓発をすすめる
(2)  管理職への女性の登用を進めるとともに、各種審議会･委員会の構成をできる限り男女均等にする
(3)  就労における男女の機会均等や就業環境の整備をすすめる
(4)  子育て、介護に対する多様な支援を充実する
(5)  男女共同参画の視点に立った教育や学習を進める
(6)  男女双方に対する暴力を根絶するための支援を推進する
(7)  相談業務を充実する
(8)  生涯を通じた男女双方の健康維持を支援する
(9)  国際交流･国際協力に男女が共に参画できるように支援する
(10)  男女共同参画の視点に立ち、町民と行政による協働のまちづくりをすすめる
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